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後2相 間を経ナこものは､発脚 線獅 舵 は なり､;Titに24時問を経れば全醒黒褐色となるL,此色彩
はご咽 iAに濃 くなって.蓬には普通に兄 らる 卯ゝき光揮ある黒色を累するに到るのであるO
成轟は長橋柳田で,朗部には微緋の離別を密布 L/-Ll黄褐色の純毛別tl座 し､磯Mは 柿即臣で
盟濁色を=hjiL､聯伽ま弟褐色で1櫛 より成り､束鞘の3柿は著しく大きく､特に雄にありては､
鋸 盤0)第11韓は長大にて､雌の来れの約3倍rD長 さがある｡u典は淡褐色であるo前脚背の後




























欄色別 浮び､圭一頻は赤褐色を覚 して罵るり朋郡は前端太 く､後-J'に到るに従って線分柳 くなっ
て屠る｡,全牌が炊白色で､二号封の脚脚も乳状白色であるが､脚端の爪は淡褐色別枠むで居るD
頭部と胴部の各節には決補色の紳毛を散生 し､末節璃よ机が0数本の淡禍CJ,鹿毛鋸 盤方に向つ
て生 じ.此尾宅は柔軟なるナこめに波状を鼓してEi;･る､幼鼠の階段は 1.0Lと1)メ- いL1-的筏
であるが､尾毛の長さは 0.8Lミ1).メー トル1使ある
L老:熟幼魚｢全階噺患紡錘形で､尾端に到るに碓一つて二年呈糾二珊怠るI,胴部各項節の背鮒 ま牛樹










前胸背は大きく軌 1形をして屠る､｡麹補職 ま腹部第四鯖の来場橡まで淫 して蹴る｡腹部0)廊iT.
第 2節乃至第 7節の曹線上の後橡には太き濁色碑があって,苑 3節乃至第8節の背線上の前線
にある紺き褐色僻と.托ひに祁射して舟形の模様を形成すれども､弟8締前縁の褐色樽は個韓




経 過 と 習 性




敬fl三助点態にて越年す-･-1とi名糾春吉氏C10〕は.LII年 1回の場介もあるけれども､ 1年 1
回の場合のあること尉 勧 Id)ナこと-州とO高橋華氏(2こりによ.叫ま､前述の外に Ll年 2回の畿
!-riをなすも0)ある如 し1なitlゝ 筈ばれて屠る,以｣:によれば､此様の聴fF.軒数に闘する誼は=A:
の3棟に幅別することが出凍るJ






華氏 (23吊 ま､此種蓉頻回数の L段も普通なるは, 1年 1回の=廿℃で歴年度上Il年に亙るもの
JI年1回0)との即ちTl工年に耽(,)て成曲となるものは少数,1年円に2回のltT:代を繰り返すもの





研究寵円の自然渦度の盤で飼育せるもの 戚ゝ線の郷 ヒは,軌即トド旬頃が叢も多かつ1=0両 し
七.之等飼育せるものの成魚の尊命は､下記表の如く､雄7匹に就きての調査では,長嶺が22
日､胞長が27n-:Il:均 24･3日となりJ唖 7掛 こ就きての調査では､巌頬が23日,縫長が28日を
,E:)
教へ､卒均 2417日で｡雌は雄より其薄命が多少長いことを示して屠るL､尊命観察に伐つ1=雌雄




成魚の郷 ヒは多(は不錯対で､蓋間郷 ヒするも0)は殆んと私らオーないJ妙用 がflI-く､飛軸力も
州営弓勘､,動作は頗る防菌で､飼育容浄Lペ ト1)シャーレ1の坤 に入れてある幼曲の灸怖たる
三朗 丁切の曜間に,豊間多数群棲するの,JIB,度々乱られるが､又､成島は野J/[の種物花特に Lツー










産 卵 と卵 期 及 び 略 化




卜記表に示せる如 く､雌雄各7組のもの 調ゝ査では､放少49陣､放多叫牡を数へられ 平均7
乱BS粒となる=,産卵期問 に就きては､耐じく雌雄各7組の調査では,炭焼3rt､縫長 10日を
数へられ､隼均7.28LtとなるJ斯の如く産卵期間は約1週間で､其間に4-5回産卵するのであ
,-Jご父､卵rD期間に就きては､同じくード記衣に示せる如 く､ 7組の雌雄が廃んだ.筋化卵教 2
5時 との平均卵朋は 16.()8であるJ 而して､櫛僑華氏 (23)の此産卵期に輔する押掛 こよれば､
Hl
Lヒメ カ ヅ ヲブ i/ムシ1の産卵と附 ヒ及び産卵期開披びに成鹿の薄命O
(鳩朴 卜四年調波)
昭利十四年五､六月Lヒメ カ ツ ヲブ シ ムシ1飼育室内温度
月 V
L5月下旬のJ･.準旬は14日､下車旬13FIL16月上旬の上中旬は1相 ,後牢旬は7日､同11-旬は三Eと





Lヒメカヅヲ -,シムシ1卯の酵化牢は､醜産卵数の二分の一軌 二掛 ､数字を示し､照化率の非
,q
僻に低いことが矧iLる｡
幼 蝕 の 習 性
幼蝕の動作も活膳で､網化r糊もない幼漁が､､童の閏を敏捷に這ひ廻る和様を見られ.-･蝦に
暗所な好み､帆封剛刑ま忌む傾向があるけれども,髄に袈飾用として張り付Jられたる瑚 洗物




























Lヒメ カ ツ ヲブ シム シ1畑の親間
(昭和十三年訳IAlt)
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遊 民 劫 轡､三は9--:1!‡式.約十入間版11.11ヱIL昭和JJ:年114L鳩0'
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